


　研究所の道をキジが悠々と
散歩していました。在宅勤務
で人が少なかったからでしょ
うか。繁殖期のこの時期、雄
の真っ赤な顔がよく目立ちま
す。桃太郎にお供したと言わ
れるだけあって、勇敢な顔つ
きですね。
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プラズマシミュレータで複雑なイオンの軌道
を計算～プラズマの振る舞いが明らかに

　将来の核融合炉では、超高温のプ
ラズマを磁場で閉じ込めてエネル
ギーを発生します。プラズマは、気
体の温度を上げると生まれる「物質
の第 4 の状態」ですが、内部でイオ
ンという粒子と電子という粒子が自
由に動き回っている状態です。核融
合科学研究所では、大型ヘリカル装
置（LHD）を使って、プラズマの粒
子を強力な磁場で閉じ込めて、右上
の図のようなねじれたドーナツ状の
プラズマ（直径約8メートル）を作っています。このドーナツの中で、目には見えませんが、
イオンや電子が高速で動き回っているわけです。私たちはこのプラズマの振る舞いを調
べるために、粒子の動きを計算していますが、一筋縄ではいきません。例えば、粒子の
動きを計算する場合、図の中に示したように、素直にほぼ真っ直ぐに動くイオンもあれば、
ギザギザと往復するイオン（以下、「捕捉イオン」）もあります。これまでは、この捕捉
イオンの動きやプラズマに対する影響を上手く計算することができませんでした。
　そこで研究所では、「プラズマシミュレータ」（スーパーコンピュータ）を用いて、数
百万個の捕捉イオンを含む、数千万個のイオンの動きを正確に計算し、LHD 実験で得ら
れた性能の高いプラズマを再現することに成功しました。実は、捕捉イオンがプラズマ
の性能を上げるために一役買っていたのです。これはこのシミュレーションで初めて分
かりました。
　大量の粒子の動きを計算するためには、それだけ沢山の時間がかかります。そのため
計算速度の速いシミュレータが必要になります。研究所ではこの度、新しい更に高速の「プ
ラズマシミュレータ」を導入しました。そして、まもなく稼働する予定です。そうすれば、
もっと新しい発見が生まれると期待されます。なお、新しい「プラズマシミュレータ」
には愛称を付すこととして、一般公募を行いました。全国からの応募（約 200 件）の中
から、「雷神（らいじん）」と決定、5 月 29 日に研究所ホームページなどで公表しました。

LHD のドーナツ状プラズマとその中のイオンの軌
道例

令和元年度 核融合科学研究所 研究プロジェクト
成果報告会をWeb会議で開催

LHD NOW
ナ　ウ

　5 月 18 日から 20 日にかけて、令和元年度
の研究成果を発表、討論する報告会を開催しま
した。核融合科学研究所には、核融合エネルギー
の実現を目指して三つの研究プロジェクト～大
型ヘリカル装置（LHD）計画、数値実験炉研究、
核融合工学研究～を推進しています。これらの
研究プロジェクトで得られた合計 40 件の研究
成果が発表されました。特に「LHD 計画」では、
第 3 年次の重水素実験における電子温度 1 億
5,000 万度、イオン温度 8,000 万度の高温度
達成を受けて、重水素ガスを用いたことによる
性能向上のメカニズムについて活発な議論が行
われました。
　今回の報告会は、新型コロナウィルス感染
防止のため、これまでのように会議室に一堂に集まるのではなく、各自がパソコンの
前で参加する Web 会議システムを使って開催しました。発表者のスライドは、自分の
パソコンの画面に映し出され、声はパソコンのスピーカーから聞こえます。質問も自
分のパソコンのマイクからできます。ですから、３密状態そして遠方の共同研究者の
移動による感染リスクを避けることができます。初めての試みであったため、事前練習、
参加者への操作マニュアルの配付といった準備を念入りに行いました。報告会には、3
日間でのべ約 500 名（うち所外から約 170 名）と、多くの研究者が参加しました。
　Web 会議は、一見不便そうにも思えますが、実施してみると発表者のスライドを近
くで見られるなど便利な点も多くありました。今後も Web を活用した会議、打ち合わ
せ、実験参加を積極的に進めていく予定です。
　

Web 会議の仕組み（イメージ）

クイズDEプラズマ博士
研究所に新しく導入されるプラズマシ
ミュレータ（スーパーコンピュータ）
の愛称はなんでしょうか？

A 　雷神　B 　風神
C　 水神

　正解者の中から抽選で10名様にヘリカちゃんグッズをプレゼントします。解答、
お名前、ご住所、よろしければ記事に対するご意見・ご感想もご記入の上、メール
またはハガキ（広報見学室宛）にてご応募ください。
　　　送付先:nifs@nifs.ac.jp（締切7月31日）
　　　（正解は次号とホームページ上で）
　4月号の正解は「B トポロジー」でした。たくさんのご応募ありがとうございま
した。

さんぽみち 研究所の中や周りの自然を紹介するね
いろいろな生き物が暮らしているんだよ
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